
‭＜メディアブリーフィングレポート＞　　　　　　　　　　　　　　　　2024年11月6日（水）‬
‭医師たちの気候変動啓発プロジェクト‬

‭Lancet‬‭Countdown 2024 Japan プレゼンテーション‬
‭日本の識者に聞く　気候変動が健康にあたえる影響‬

‭メディアブリーフィングを開催‬

‭気候変動の影響が世界各地で見られる中、その範囲は異常気象にとどまらず、人々の健康と命の‬
‭問題にまで拡大しています。‬

‭世界的医学誌『ランセット（The Lancet）』が主宰する気候変動と健康に関する国際共同研究事‬
‭業である「ランセット・カウントダウン*（Lancet Countdown）」は、気候変動対策がこれ以上遅‬
‭れれば、健康への脅威がより深刻なものになる可能性があるとして、適応の限界に警鐘を鳴らし‬
‭ています。気候変動は既にある他の危機による影響を急速に悪化させており、熱中症、感染症の‬
‭拡大、食料不足からの栄養不良、大気汚染といったリスクが高まっています。‬

‭このような状況の中、健康への影響に関して最新の状況を報告する「ランセット・カウントダウ‬
‭ン 健康と気候変動に関する 2024 年報告書」が、11 月 11 日より開催されるCOP29に先駆け、今‬
‭月 30 日に発表されました。‬

‭また本報告書に付随して公開される「日本版データシート」は、報告書から日本に関する調査‬
‭データをまとめたもので、今年は東京大学 橋爪 真弘教授、東京科学大学 藤原 武男教授がその内‬
‭容の妥当性、日本語訳について確認しています。‬

‭本イベントでは、日本における気候変動による健康影響の状況、またそこから示唆される優先政‬
‭策課題についてお二人より解説、話題提供いただきました。‬

‭*ランセット・カウントダウン（‬‭Lancet‬‭Countdown）とは‬
‭有力医学誌ランセットが主宰し、世界 50 以上の学術機関と世界保健機関 (WHO) をはじめとする国際機関に所‬
‭属する 122 名の科学者・医療従事者の専門知識を結集する国際研究事業。‬‭気候変動対策が不十分なことで‬‭公衆‬
‭衛生上に大きな進歩が見られた過去 50 年間の医学の成果を後戻りさせてはならないと警鐘を鳴らす。毎年、‬
‭気候変動が健康に及ぼす影響および気候変動対策が健康にもたらす恩恵を 40 以上の指標でモニタリングし、‬
‭最も包括的な評価を行う。‬

‭【開催概要】‬

‭日　　時：‬ ‭2024 年 11 月 1 日 (金) 13:00 〜 14:00‬
‭主　　催：‬ ‭国立大学法人東京科学大学 未来社会創成研究院‬
‭後　　援：‬ ‭ランセット・カウントダウン‬
‭協　　力：‬ ‭医師たちの気候変動啓発プロジェクト、日本医療政策機構（HGPI）‬
‭登壇者（敬称略・五十音順）：‬

‭東京大学大学院 医学系研究科 国際保健政策学 教授　橋爪 真弘‬
‭東京科学大学 大学院医歯学総合研究科公衆衛生学分野 教授　藤原 武男‬

‭参加対象者：‬ ‭報道関係者、医療関係者‬
‭開催方法：‬ ‭オンライン（Zoom）‬



‭【プログラム】‬

‭・ 開会挨拶　東京科学大学 藤原 武男 教授‬
‭・ 「日本版データシート 2024 を読み解く」及び「日本における気候変動の健康への影響」‬

‭東京科学大学 藤原教授‬
‭東京大学 橋爪教授‬

‭・ 質疑応答‬

‭【メディアブリーフィングの様子（抜粋）】‬

‭東京科学大学 大学院医歯学総合研究科公衆衛生学分野　藤原武男教授‬
‭「2024年版 ランセット・カウントダウン　健康と気候変動に関する報告書　‬

‭日本データシートのポイント解説」‬

‭藤原武男教授：日本データシートについて‬

‭東京大学大学院 医学系研究科 国際保健政策学　橋爪真弘教授‬
‭「気候変動と健康」‬

‭橋爪真弘教授：日本における暑熱による死亡者数の将来予測について‬



‭【ランセット・カウントダウン「気候変動と健康」2024年版報告書】‬

‭本メディアブリーフィングで紹介された、気候変動と健康に関する最新の状況を評価する年次レ‬
‭ポート「ランセット・カウントダウン 『気候変動と健康』2024年版報告書」に関連する資料は以‬
‭下の通りです。‬

‭●‬ ‭要旨（‬‭日本語‬‭、‬‭英語‬‭）‬
‭●‬ ‭報告書（‬‭英語‬‭）‬
‭●‬ ‭付録（‬‭英語‬‭）‬
‭●‬ ‭日本データシート（‬‭日本語‬‭、‬‭英語‬‭）‬

‭【登壇者略歴（発表順・五十音順）】‬

‭・ 東京大学大学院 医学系研究科 国際保健政策学 教授 橋爪 真弘‬
‭専門は気候変動疫学。医師、医学者。気候変動のグローバルな健康影響と適応策について研究。気候変動に関‬
‭する政府間パネル（IPCC）第6次評価報告書第2作業部会第10章「アジア」にて、主執筆者としてアジアにお‬
‭ける健康影響について執筆。‬

‭・ 東京科学大学 大学院医歯学総合研究科公衆衛生学分野 教授 藤原 武男‬
‭東京医科歯科大学医学部卒、同大学大学院にて医学博士号、ハーバード大学公衆衛生大学院にてMPH取得。国‬
‭立成育医療研究センター研究所社会医学研究部部長などを経て2016年4月より現職。一般社団法人子ども健康‬
‭政策研究所代表理事。専門は公衆衛生学、疫学（社会疫学、ライフコース疫学）など。‬

‭【協力団体】‬

‭・医師たちの気候変動啓発プロジェクト‬
‭日本国内の現役医師や医療関係者などによる啓発プロジェクト。気候変動が与える健康への影響について、日‬
‭本でも多くの人に理解してもらうことを目的として発足。中心メンバーには東京大学 橋爪教授、東京科学大学‬
‭藤原教授も参画する。‬
‭昨年開催の「 Lancet Countdown 2023 Japan プレゼンテーション」に続き本イベントの事務局を務める。‬
‭https://dr4cc.jp/‬

‭・日本医療政策機構 (HGPI: Health and Global Policy Institute)‬
‭2004年に設立された独立した非営利、非党派のシンクタンク。急迫した医療政策の問題に関して、多くのス‬
‭テークホルダーによる幅広い議論を組織し、社会に政策選択肢を提供するために取り組む。‬‭https://hgpi.org/‬

https://drive.google.com/file/d/1Yo-V2dePH4rbbGYXSxzgwpJOmNl0sumy/view?usp=sharing
https://docs.google.com/document/d/18vfOuhlcCKKsyZLaHTtClkKUhIQmogZm/edit?usp=drive_link&ouid=110203357694571261591&rtpof=true&sd=true
https://lancetcountdown.org/2024-report/
http://www.thelancet-press.com/embargo/Countdown2024APPX.pdf
https://lancetcountdown.org/wp-content/uploads/2024/10/JPN-Lancet-Countdown-2024_JAPAN.pdf
https://lancetcountdown.org/wp-content/uploads/2024/10/Lancet-Countdown-2024_JAPAN.pdf
https://dr4cc.jp/%E2%80%AC
https://hgpi.org/%E2%80%AC

